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〔論　文〕
Ⅰ　はじめに
　アメリカンフットボール競技の選手は防具を
身に付け，決められた距離を速く走ることを目
的とせず，ボールを保持しながら走る。また，
決められたレーン上を走るのではなく，攻めて
くる相手を交わし，直線やステップを伴ってゴ
ールエリアに走っていく。陸上競技の短距離走
とは目的が異なるものの，素早く移動すること
は自チームの得点につながり，素早く移動する
ことで相手のパスをカットすることができる。
素早く移動する，すなわち疾走能力が高いと得
点の獲得や相手側の得点の阻止が可能となり，
結果的に自チームの勝敗にまで影響が及んでく
る。したがって選手の疾走能力といった情報を
把握することは，今後のゲーム展開に生かすこ
とができると考えられる。しかし，これまでア
メリカンフットボール選手を対象にした疾走動
作を分析した報告はみられないことから今回，
本学（阪南大学）アメリカンフットボール選手
の疾走動作を分析し，短距離選手のような疾走
能力を獲得する（疾走速度の向上）にはどのよ
うな改善点が必要なのかということを明らかに
しようとした。
Ⅱ　研究方法
１．被験者
　本学（阪南大学）アメリカンフットボール部
に所属する男子大学生11名。身長161.7～
183.9cm，平均173.14cm。体質量57.7～103.0kg，
平均82.07kg。
２．測定方法
　被験者には実験の承諾を得，充分なウォーミ
ングアップを行わせたあと本学グラウンドにて
50mの全力疾走を行わせた。２次元動作分析
を行うためにスタートから45m付近を中心に
８mの間隔をとり，走動作の１サイクルが可
能な区間を被験者の右側方よりデジタルビデオ
カメラで撮影した。
３．データ処理
　撮影されたビデオ画像をパーソナルコンピュ
ーターに60コマ /秒でデジタイズし，身体20
点の分析点 X－ Y座標を読み取った。得られ
たデータはパーソナルコンピューターにより，
３点移動平均法を用い，角度，変位については
９～14Hz，速度，角速度については，６～
10Hzのローパスフィルターをかけた。また得
られた画像データをもとに，疾走中の身体重心
の位置を算出した。全被験者とも右下肢を分析
対象とした。分析局面は，右足が離地した瞬間
から，再び右足が接地し離地するまでの１サイ
クルとした。なおこの１サイクル区間の下肢の
動作として，引きつけ，腿上げ，振り出し動作
を“スイング脚”，右足が再び接地，離地する
までの動作を“キック脚”とした。また疾走速
度の算出として身体重心の水平速度の平均値と
し，ピッチは疾走速度からストライドを除して
求めた。
４．下肢関節の動作分析項目
　先行文献１）を参考に以下の動作分析項目を
対象とした。
１）スイング脚における項目
① 引きつけ動作（膝関節を屈曲したときの最小
角度）
② 腿上げ動作（鉛直線と大腿のなす角度の最大
値）
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③ 振り出し動作（大転子と足関節を結んだ線と
鉛直線のなす角度）
２）キック脚における項目
④ 接地瞬間，離地瞬間の股関節，膝関節，足関
節の角度
⑤ 接地中の股関節，膝関節，足関節の最大伸展
速度および大転子と足関節を結んだ線の最大
後方スイング速度
５．統計処理
　疾走速度と各項目との相関はピアソンの相関
係数を用いた。有意水準は５％とした。
Ⅲ　結果と考察
１． 疾走速度，ストライド，ピッチについて
（図１，図２）
　本学アメリカンフットボール選手の疾走速度
は6.06～8.32m/秒であった。ストライドは1.52
～1.84mであり，疾走速度との関係はみられな
かった。ピッチは3.58～4.89回 /秒であり，疾
走速度の高い選手ほどピッチ値も高かった。宮
丸ら７）は大学生１年生から４年生（男子80名）
の50m全力疾走時を撮影し動作分析した。そ
れによると疾走速度は18歳で7.82m/秒，19歳
で7.56 m/秒，20歳で7.63 m/秒，21歳で7.48 
m/秒とし，一般学生における疾走速度は経年
的に減少する傾向を示すとしている。本学アメ
リカンフットボール選手の疾走速度の平均値は
7.48 m/秒であり，一般学生よりも疾走速度が
下回る結果となった。また，身長に対するスト
ライド比を算出したところ，本学アメリカンフ
ットボール選手の平均値は1.00であった。宮丸
ら７）によると一般学生における身長に対する
ストライド比は，18歳では1.06，19歳1.04，20
歳1.03，21歳1.01としている。疾走速度同様，
本学アメリカンフットボール選手のストライド
比の平均値は一般学生の値より低い値であっ
た。
　疾走速度はストライドとピッチの積で表せる
ことから，本学アメリカンフットボール選手の
疾走速度はストライドの値が低いことが考えら
れ，ピッチ値を維持・向上しながらストライド
値を大きくすることが疾走速度の増大につなが
ると考えられる。
２． スイング脚について（図３，図４，図５）
　本学アメリカンフットボール選手の腿上げ角
度は50.79～70.50度，引き付け角度は34.83～
52.74度，振り出し角度は17.55～26.18度であっ
たが，いずれも疾走速度との関係はみられなか
った。大学男女短距離選手から世界一流トップ
スプリンター（疾走速度7.74～11.82 m/秒）の
疾走動作を分析した結果によると１），腿上げ
角度は一定の傾向はみられず，引き付け動作角
度，振り出し動作角度は疾走速度の違いに関係
はなかった（引き付け動作角度：約40度，振り
出し角度：30～40度）。２歳から世界一流短距
離選手を対象にした報告３）では腿上げ角度は
子どもの間は加齢に対し変化せず一定であり，
大学生は子どもより低い角度であり，短距離選
手群は子どもとほぼ同じ値であり大学生より高
かったとしている。また引き付け角度は２～６
歳まで著しく減少するが６歳以後は変化せず大
学生までほぼ一定の値を示し，短距離選手群も
６歳以後の子どもや大学生と同じ値であるとし
ている。本学アメリカンフットボール選手の場
合，腿上げ角度にはバラつきがみられ，引き付
け動作では平均42.2度と短距離選手の約40度と
ほぼ同様の結果が得られたが，振り出し角度で
は平均22.73度とそれ（30～40度）に比べ低い
値であった。
　腿上げの高さは個人の形態的特性などの要因
で決まる１），続く振り出し動作時では，外側
広筋が接地の準備のため活動している４）こと
から疾走速度との関係はみられないと考えられ
る。また引き付け動作について，タイソン・ゲ
イのような昨今の世界一流選手である疾走速度
の高い選手ほど引き付け動作角度が高いという
ことが報告されている６）。それ以前まではコ
ンパクトに引き付ければ慣性モーメントが小さ
くなり，より素早く脚を前方に運ぶことがで
き，ピッチを高めることにつながるということ
が言われていた。その後，疾走中の筋活動を調
べた研究４）によると引き付け時には，膝関節
屈筋群ではなく股関節屈筋群が活動をしている
ということが報告されている。つまり，離地し
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た足を膝関節屈筋群によって積極的に膝を折り
たたみながら走ることは不可能ということを意
味している。また，実際に疾走速度と引き付け
時の慣性モーメントとの関係を調べたもの５）
があるが，相関関係はみられなかった。
　昨今の世界一流選手は離地した脚をコンパク
トに折りたたむことなく素早く前方へ運ぶよう
な動作をしていることとして，足の離地から脚
全体がいわゆる“流れる”余裕がないくらいに
素早い股関節屈筋群の活動によって，腿上げ動
作を行っている。すなわち昨今の世界一流選手
の引き付け動作というものは，離地から素早い
n.s
図１　疾走速度とストライドとの関係
n.s
図３　疾走速度と腿上げ角度との関係
=0.843 p<.05
図２　疾走速度とピッチとの関係
n.s
図４　疾走速度と引き付け角度との関係
n.s
図５　疾走速度と振り出し角度との関係
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腿上げ動作の過程において生じる単なる局面で
しかないと考えられる。
３．キック脚について
１）角度について
　股関節角度では接地瞬間と離地瞬間と疾走速
度との関係（図６，図７）を，膝関節角度（図
８，図９，図10）と足関節角度（図13，図14，
図15）では接地瞬間，中間時点（関節角度最小
値），離地瞬間と疾走速度との関係をみた。ま
た膝関節角度（図11，図12），足関節角度（図
16，図17）では接地瞬間から中間時点，中間時
点から離地瞬間の角度の変位と疾走速度との関
係をみた。結果は以下の通りである。
　股関節角度では接地瞬間，離地瞬間とも疾走
速度との関係はみられなかった。
n.s
図６　疾走速度と接地時の股関節角度との関係
=0.637 p<.05
図８　疾走速度と接地時の膝関節角度との関係
n.s
図10　疾走速度と接地中の最小膝関節角度との関係
n.s
図７　疾走速度と離地時の股関節角度との関係
n.s
図９　疾走速度と離地時の膝関節角度との関係
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n.s
図11　 疾走速度と膝関節の接地時から最小角度
変位との関係
n.s
図13　疾走速度と接地時の足関節角度との関係
n.s
図15　疾走速度と接地中の最小足関節角度との関係
n.s
図12　 疾走速度と膝関節の最小角度から離地時
までの変位との関係
n.s
図14　疾走速度と離地時の足関節角度との関係
n.s
図16　 疾走速度と足関節の接地時から最小角度
変位との関係
= 0.628 p<.05
図17　 疾走速度と足関節の最小角度から離地時
までの変位との関係
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　膝関節角度では接地瞬間と疾走速度との間に
正の相関関係がみられた。
　足関節角度では接地中の最小角度から離地時
の角度の変位において，疾走速度の高い選手ほ
ど負の相関関係がみられた。
　本学アメリカンフットボール選手の接地瞬間
の膝関節角度は137.50～149.82度であった。大
学男女短距離選手から世界一流トップスプリン
ターらの同膝関節角度は140.93～166.83度であ
り１），疾走速度と接地瞬間の膝関節角度に有
意な相関関係は認められないとしており，本実
験の結果では異なった結果が得られた。
　短距離選手の中間疾走における足関節の働き
は，股関節伸筋群により発揮されたキック力を
そのまま地面に伝達するためであり，そのため
には足関節を固定させることとしており，疾走
速度の高い選手ほど中間時点である足関節角度
最小値が高く（接地から中間にかけて足首がつ
ぶれない），中間時点から離地による変位も小
さい（足首の伸展が少ない）ことが報告されて
いる１, ２）。本実験結果では，最小角度から離
地における角変位において疾走速度と負の相関
関係が得られた。このことは，本学アメリカン
フットボール選手では疾走速度の高い選手ほ
ど，接地の衝撃により足関節がつぶれるものの
離地にかけあまり底屈（伸展）しない動作を行
っていたということになる。
２） 接地中の角速度について（図18，図19，図
20，図21）
　短距離選手では疾走速度の高い選手ほど接地
中の股関節の最大伸展速度，脚全体の最大後方
スイング速度は正の相関関係が，膝関節の最大
伸展速度は負の相関関係がみられる１, ２, ６）。
本実験の結果では，疾走速度との関係で有意な
相関関係がみられたのは脚全体の最大後方スイ
ング速度だけであった。
　疾走速度の高い短距離選手の膝関節最大伸展
速度値は低い（マイナス値を示す選手もいる）
ことから，近年の短距離一流選手の膝関節の動
作として特に接地期後半では伸展させないとい
うより，むしろ屈曲動作を行っているとしてい
n.s
図18　疾走速度と股関節角速度との関係
n.s
図20　疾走速度と足関節角速度との関係
n.s
図19　疾走速度と膝関節角速度との関係
=0.840 p<.05
図21　疾走速度と後方スイング速度との関係
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る６）。本学アメリカンフットボール選手の膝
関節最大伸展速度がマイナス値を示す選手はお
らず，疾走速度との関係もみられなかった。
　本学アメリカンフットボール選手の脚全体の
最大後方スイング速度は396.63～623.25度 /秒
であり，疾走速度とは正の相関関係がみられ
た。短距離選手を対象にした報告１）によると
疾走速度の高い選手ほど脚全体のスイング速度
が高いことを示しており，1991年世界陸上東京
大会で当時100mの世界記録を出した C.ルイ
ス選手の値は816.50度 /秒，２位の L.バレル
選手で731.70度 /秒であった。またこれによる
と C.ルイスのような疾走速度の高い選手は，
キック動作時に膝関節の伸展動作を少なくし，
股関節の伸展速度を効果的に脚全体のスイング
速度に転換する合理的なキック動作を行ってい
るとしている。本実験では，疾走速度と脚全体
スイング速度で相関関係はみられるものの，股
関節伸展速度（正の相関関係），膝関節伸展速
度（負の相関関係）ではみられなかった。すな
わち本学アメリカンフットボール選手は，接地
中に必要以上に膝関節の屈曲・伸展動作を行っ
ており股関節伸展動作からの速度を効率的に脚
全体のスイング速度に転換されていないキック
動作を行っていると考えられる。
　以上のことから本学アメリカンフットボール
選手の疾走速度の向上のためには１）ピッチ値
を維持・向上しながらストライド値を高くする
ことで疾走速度値を高める２）引き付け角度を
小さくすることを目的としない，むしろ素早く
腿上げ動作を行うことを目的とする３）接地か
ら中間時点の膝・足関節角度の変位を大きくし
ない（つぶれないように）４）接地中間時点か
ら離地までの膝関節角度の変位を大きくしない
（伸展しない）５）股関節伸展速度を効率的に脚
全体のスイング速度に転換できるように接地中
に膝の屈曲・伸展動作変位を少なくすることを
考慮した走トレーニングが考えられる。
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